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スライドの配布について

山形大学では、SDGsの観点から、
発表スライドをオンラインで公開
しています
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スライドの場所：oireで検索
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「発表資料」をクリック
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「招待」をクリック
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今日の内容

◼大学・企業から寄せられる「よくある質問」へ
の回答

➢山形大学と山形県中小企業家同友会の事例を
基に説明します。

自己紹介：松坂 暢浩 | Nobuhiro Matsuzaka
専門は、インターンシップを含むキャリア教育および人材育成。

博士（学術）。等で、民間企業2社（大京グループ、リクルー
ト）を経て、独立。2011年より現職。全学対象のインターン
シップを含むキャリア教育および就職支援の企画・運営を担当。

主なインターンシップに関する受賞歴として、文部科学省「大
学等におけるインターンシップ表彰（文部科学大臣表彰）」最優
秀賞受賞、日本インターンシップ学会「槇本記念賞（秀逸なるイ
ンターンシップ）」受賞。著書としては、『最新インターンシッ
プ: ニューノーマル時代のキャリア形成』（共著、学文社、
2023）など。
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

文部科学省「大学等におけるインターンシップ
表彰」で「最優秀賞（文部科学大臣表彰）」受賞

出所）山形大学ホームページ「本学の特徴的なインターンシップ」
URL：https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/employment/intern/original/
文部科学省（2018）「受賞大学等取組概要」
URL：http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2018/12/19/1411892_02_1.pdf
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大学・企業から寄せられる

「よくある質問」への回答
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寄せられる「よくある質問」リスト

①「共育型インターンシップ」とは?

②「共育型インターンシップ」の流れ
（スケジュール）は？

③ 参加学生に対する指導内容は？

④ 参加学生の教育効果は？

⑤ 受入企業のメリットは？

➢③～④について山形大学と山形県中小企業家同友会
の事例を基に説明
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①「共育型インターンシップ」とは?

②「共育型インターンシップ」の流れ
（スケジュール）は？

③ 参加学生に対する指導内容は？

④ 参加学生の教育効果は？

⑤ 受入企業のメリットは？

➢③～④について山形大学と山形県中小企業家同友会
の事例を基に説明

寄せられる「よくある質問」リスト
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出所）採用と大学教育の未来に関する産学協議会 2021年度報告書 「産学協働による自律的なキャリア形成の推進」

https://www.sangakukyogikai.org/_files/ugd/4b2861_80df016ea6fe4bc189a808a51bf444ed.pdf
文部科学省・厚生労働省・経済産業省（2023）「インターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え方」
https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/intern/PDF/20220613002set.pdf

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
該
当
す
る
活
動

学生のキャリア形成支援活動の４類型

一定の基準
（★の５つ）
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「共育型インターンシップ」について

受入企業の
経営者・管理職

インターンシップ
参加者（大学１年生）

共育型インターンシップ
インターンシップ参加学生と受入先の中小企業の社員が

「共に学び、共に育ち合う」共育型のプログラム

学生の指導

協働での
プログラム作成
を通じた対話

担当
社員

社員との
対話

実施後の
振り返り

学 校 中小企業団体

参加学生の指導、受入企業のサポートなど

就業体験（インターンシップ）

★学生に対する教育効果を高め、受入企業でインターンシップを担当する社員の人材育成に
つなげるために、独自に開発したプログラム作成用のフォーマットを受入企業に提供
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「共育型インターンシップ」のスケジュール（流れ）

4月 9月8月

事前訪問
（1日）

インターンシップ
（3日）

振り返り
（1日）

事前準備
（4ヶ月）

学
生

受
入
企
業

個別面談、応募書類作
成、ビジネスマナー講
座、質問行動のトレー
ニング、受入企業の経
営者による講演、受入
企業の企業研究

担当者の選任、プログ
ラム・フォーマットを
活用したプログラム作
成、大学の担当教員と
のプログラム打ち合わ
せ、上司のサポート

学生と受入企
業がインター
ンシップ前に
顔合わせを行
い、インター
ンシップの参
加目的および
目標をヒアリ
ングし、プロ
グラムのすり
あわせを行う

通常業務体験、社員
へのインタビュー、
実習日誌の作成など

通常業務のなかでの
学生指導および
フィードバック、
上司による担当社員
へのサポート

インターンンシッ
プの振り返り、
成果報告会での
成果発表

成果報告会への
参加、社内での振
り返り、上司から
のフィードバック、
次年度に向けた課
題や改善点の整理

期
間

５日間



14

①「共育型インターンシップ」とは?

②「共育型インターンシップ」の流れ
（スケジュール）は？

③ 参加学生に対する指導内容は？

④ 参加学生の教育効果は？

⑤ 受入企業のメリットは？

➢③～④について山形大学と山形県中小企業家同友会
の事例を基に説明

寄せられる「よくある質問」リスト
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

【授業の到達目標】
インターンシップ体験を踏まえ、以下3点が説明できる
1．自分自身にとって働くとは何か【知識・理解】
2．地域の中小企業等の魅力とは何か【知識・理解】
3．インターンシップ体験での学びを踏まえて今後の

大学生活をどのように過ごしていくか【知識・理解】

【授業の特徴】
１．全学部1年生（医学部や留学生を含む）が対象
２．基盤共通教育の選択必修科目
３．県内中小企業団体と連携し受入先を中小企業に限定
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

履修学生数と受入企業数の推移
2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2021年度 2022年度 2022年度

受入企業数 13 18 19 25 31 37 31 26 26

履修学生数 20 28 34 43 42 60 41 44 26

所
属

人文社会科学部 9 5 9 2 11 5 15 14 6

理学部 2 3 3 2 0 0 0 8 5

医学部 0 0 0 5 0 0 1 0 0

工学部 2 5 5 23 31 36 14 18 12

農学部 4 11 1 11 6 19 4 2 2
地域教育
文化学部 3 4 16 0 0 5 7 2 1

性
別

男性 9 18 11 27 32 32 18 28 15

女性 11 10 23 16 16 33 23 16 11

文
理

文系 12 9 25 2 11 10 22 16 7

理系 8 19 9 41 37 55 19 28 19

出
身

山形県
出身者 6 5 12 14 10 15 7 5 6

山形県外
出身者 14 23 22 29 38 50 34 39 20
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

インターンシップ風景（写真）
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

ＮＯ 日程 テーマ
関連する教科書

のページ
教科書の

ワークシート
内容 学習目標 学習活動（個人ワーク等） 項目

1 4月14日 オリエンテーション ー ー

・本授業の目的と内容について
・昨年の授業アンケートの結果の紹介につい
て
・本授業の進め方と成績評価について

・授業の目的、内容、進め方が理解できる ・本授業を履修理由と期待すること

事前
学習

２

4月21日、
28日、5月2
日、12日、
19日※一部
個人学習の時
間あり

インターンシップ参加の準備① ー ー ・オリエンテーションの内容を復習
・インターンシップ参加の意義について
・インタンシップに参加した先輩の学びの紹
介
・応募書類（履歴書など）の作成方法
・個別面談の実施
・履歴書の提出（添削前）
・履歴書に対する改善点のフィードバックを
受け再提出する
・履歴書の提出（添削後）

・応募書類（履歴書など）の作成を通して、
自分自身についてやインターンンシップ参
加の目的・目標を自分の言葉で説明できる

・自己PR、インターンンシップ参加目
的および目標の作成
・履歴書の作成
・個別面談(5/26,6/2)
・先輩の体験談からの学ぶ

インターンシップ参加の準備②
(履歴書の作成）

P87（自己分析）
P89～90（履歴書）

P132（目標設定）
P134（自己分析）
P136（自己PR・志望理由）

インターンシップ参加の準備③
(履歴書の作成）

P87（自己分析）
P89～90（履歴書）

P132（目標設定）
P134（自己分析）
P136（自己PR・志望理由）

３ 6月2日 ビジネスマナー講座①
P93～102、
P109～117（ビジネスマ
ナー）

P91-128（ビジネスマナー） ・インターンシップ参加にあたり、最低限必
要なビジネスマナーについて（身だしなみ、
挨拶とお辞儀、言葉遣い、電話・メール、受
入先の訪問、守秘義務など）

・ビジネスマナーの基本を学び、理解でき
た点と今後の課題を自分の言葉で説明でき
る

・教科書およぶ授業テキストを読んでの
事前学習
・電話がけのロールプレイング
・ケーススタディ（原田他，2014）を
もとに、守秘義務について考える

４ 6月9日 ビジネスマナー講座②
P93～102、
P109～117（ビジネスマ
ナー）

P91-128（ビジネスマナー）

５ 6月16日 ビジネスマナー講座③ P93～102、
09～117（ビジネスマナー）

P91-128（ビジネスマナー）

６ 6月23日 働くことについて ー ー

・働くことを考える必要性について
・なぜ働くのかを考える
・働く上で大切にしたいこと（内的キャリ
ア）を考える

・働くとは何かについて、様々な 理論や
考え方に触れ、自分自身にとっての働く意
味を説明できる

・石切職人（石切工）の寓話をもとに、
働くとは何かを考える

７ 6月30日 中小企業について ー ー

・中小企業のイメージについて
・中小企業とは何かについて
・中小企業で働く魅力について

・中小企業について理解できたことを自分
の言葉で説明できる

・中小企業のイメージについて考える
・山形県中小企業家同友会の会社説明動
画の視聴

８ 7月7日
山形の中小企業で働く魅力につい
て（外部講師の講演）

ー ー

・山形県中小企業家同友会の経営者による講
演（講演（35分）、ペアワーク（10分）、質
疑応答（25分））

・外部講師の講演を聞き、そこでの学びを
自分の言葉で説明できる

・外部講師の講演を聞く

９ 7月14日 インターンシップ先の企業研究 P89（業界・職種・企業研究） P135（企業研究）
・インターンシップ先の企業研究
・JOBWAY山形、受入企業HPの確認

・受入先の事業内容や職種等について自分
の言葉で説明できる。

・受入企業の理解を深めるペアワーク
（受入企業について説明し、質問を受け
るワーク）

１０
7月21日、
28日

インターンシップ参加にあたって
の最終確認

ー ー

・インターンシップ参加前の事前訪問の準備
（事前訪問の日程調整、注意点など）につい
て
・インターンンシップ参加の注意点について

・有意義な学びの機会とするために、事前
訪問およびインターンシップ参加の注意点
や心構えを確認し、理解できたことを自分
の言葉で説明できる

・参加にあったての不安の整理と対応策
の検討

１１ 8月予定 事前訪問
※独自に作成したイン
ターンシップマニュアル
活用

ー ・事前訪問の実施

・事前訪問を通して、参加するインターン
ンシップの内容について理解し、また参加
目的・目標を改めて整理した上で、自分の
言葉で説明できる

・アポイントを取り、会社までの経路を
調べて事前訪問を行う（直接の訪問が難
しい場合はオンライン（Zoomなど）も
検討）
・事前訪問は、8/21～8/29

１２
9月1日～13
日の期間で3
日間

インターンシップ
※独自に作成したイン
ターンシップマニュアル
活用

― ・インターンンシップ参加（3日間）
・インターンシップ参加を通して、得られ
た学びや気づきをを実習日誌にまとめるこ
とができる

・現場での職業体験 ＩＳ

１３ 9月15日 成果報告会
※独自に作成したイン
ターンシップマニュアル
活用

―

・成果報告会の準備
・成果報告会
・全体の振り返り

・インターンンシップ参加を通して得られ
た学びや気づきを踏まえて、到達目標で示
した「地域の中小企業の魅力」、「自分自
身にとって働くことはどのようなことか」、
「今後の大学生活をどのように過ごしてい
くか」について、成果報告会で発表できる

・成果報告会での成果発表
事後
学習

授業のスケジュールと概要
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

１）事前準備
➢本インターンシップを体系的な「キャリア教育」の１つとして

位置づけ「キャリアデザイン科目」の授業を併せて履修
➢学生の個別面談による参加目的の明確化や不安軽減
➢授業は、ID（Instructional Design）観点から設計・運営。
➢履修学生をピアメンター（先輩学生）がサポ―ト
➢学生から不安の多いビジネスマナーと質問行動の学習を強化
➢独自の「インターンシップマニュアル」の作成と活用

２）事前訪問
➢学生が受入先に訪問し、学生自身の参加目的と目標を受入企業に

共有し、プログラムのすり合わせを行う

３）振り返り
➢本授業の目的と目標に合わせた形で学生の成果発表内容を統一化
➢受入先を交えた振り返りによる学びの定着化

学生の教育効果を高める取組（工夫）



20

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

出所）Keller, J. M.，鈴木克明（監訳）(2010)『学習意欲をデザインする－ARCS モデルによるインストラクショナルデザイン－』北大路書房
鈴木克明 (2006)「e-Learning 実践のためのインストラクショナル・デザイン」,『日本教育工学会論文誌』, 29(3), pp197-205
山本美奈子・松坂暢浩（2021）「インターンシップの事前学習プログラムの設計と運営」，『日本インターンシップ学会第22回大会大会
発表要旨集』

項目 定義 授業での指導内容 時間

注意
（Attention）

学習者の関心を獲得する。
学ぶ好奇心を刺激する。

・事前学習で取り組んだ中小企業の理解を踏まえて、学びの共有を行う。
・グループワークに入る前に、活動方法のヒントを説明する。
・コミュニケーションスキルの聴く姿勢や伝えるコツを伝える。

5分

関連性
（Relevance）

学習者の肯定的な態度
に作用する個人的ニース
やゴールを満たす。

・本日の目標（ゴール）を示す。
・具体的な学習内容と進め方など説明する。
・教員から前回のビジネスマナー講座に関するフィードバックと本日の学習内容とどのよ
のに関連しているか説明する。
・グループで学習したビジネスマナーで本日意識したい点（目標）を共有させる。

15分

自信
（Confidence）

学習者が成功できること、
また、成功は自分たちの
工夫次第であることを確
信・実感するための助けを
する。

・上手くできなくても、改善点を意識することで得られるメリットを再度伝える。
・学生役と受入企業役に分かれて、事前訪問での面談練習をペアで行う。
・説明することで聞いている人に伝わる内容か、よりよい内容、わかりやすい内容にする
にはどうしたらよいかという点を意識させる。
①学生役は、作成した履歴書に基づいて、自己紹介、参加理由を伝える。
②受入企業役は、質問をする。
・教員とピアメンターで、教室を巡回し、必要に応じて学生にフィードバックを行う。

40分

満足感
（Satisfaction）

（内的と外的）報酬に
よって達成を強化する。

・グループワークになり、自身の目標が達成できたかの振り返りとペアワークに取り組ん
でみての学びや気づきを共有する。
・教員からのフィードバック、ピアメンターから自身の体験を踏まえたコメントしてもらう。
・本日の活動を通して得た報告と次週までの課題について、学内の学習サイトから教
員に提出するように指示する。

20分

ＩＤ※ の観点からの授業運営（ケラーのARCSモデルを活用）

➢ 第5回授業例：ビジネスマナー講座（事前訪問の準備）

※ID（Instructional Design）とは、「教育活動の効果・効率・魅力を高めるための手法を集大成したモデルや研究分野、
またはそれらを応用して教材を作成したり、授業・研修を実践するプロセス」（鈴木,2006）のこと。
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

授業内でのビジネスマナー講座と質問行動の学習風景

ピアメンター

➢ ビジネスマナー講座では、基本的なビジネスマナー（挨拶や言葉遣いなど）を学習し、ペア
ワークにて事前訪問のアポ取り（電話）、事前訪問での面談練習を複数回実施。練習では、
ピアメンター（インターンシップに参加経験のある先輩学生）が、履修学生をサポート。

➢ 併せて講座内で、インターンシップ先での質問行動についてペアワークにて練習。
※質問行動：学習者が様々な場面で分からないことを質問する行動（山本・松坂,2021）

出所）古閑博美・牛山佳菜代（編著）『最新インターンシップ ニューノーマル時代のキャリア形成』学文社
山本美奈子・松坂暢浩（2021）「低学年インターンシップにおけるキャリア意識の変化─事前学習の質問行動に焦点をあてて─」，

『キャリアデザイン研究（日本キャリアデザイン学会）』，18，pp63-72
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

インターンシップマニュアル（一部抜粋）

出所）古閑博美・牛山佳菜代（編著）『最新インターンシップ ニューノーマル時代のキャリア形成』学文社

➢ 学生が、インターンシップ参加までの具体的な流れや準備、教員への報告事項
などについて、チェックリストで進捗を確認しながら使用できるように工夫。
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

成果発表用のフォーマットを統一（一部抜粋）

※作成準備にあたっては，
担当教員およびピアメン
ターが関わり、学生の気づ
きや学びが深まるようにサ
ポート。
※パワーポイントのノート
に、発表用の原稿は、必ず
記入するように指導。

授業の到達目標と
関連付けて、発表
用のフォーマット
を統一

出所）古閑博美・牛山佳菜代（編著）『最新インターンシップ ニューノーマル時代のキャリア形成』学文社
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１）満足度89.７％
２）参加後に中小企業に対する

イメージがポジティブに変化割合89.8％
３）参加者と不参加者を比較し、

キャリア意識（CAVT）の向上、
社会人基礎力の伸長を確認

４）働く意味や中小企業の魅力、インターン
シップでの学びを生かし、これからの大
学生活をどのように過ごすかの質的分析

出所）松坂暢浩・山本美奈子（2019）「中小企業インターンシップの教育的効果の検討－低学年次を対象としたプログラムに着目して－」，
『キャリアデザイン研究』（日本キャリアデザイン学会），（15）（掲載決定）

参加学生の教育効果に関する調査

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例
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各群 参加前（７月） 参加後（９月） 交互作用

キャリア意識
CAVT 「ビジョン」

将来やりたいことなどを

明確にする準備

参加者 n=39 16.64±4.39 20.74±4.00

***

不参加者 n=35 17.71±5.68 16.23±6.03

キャリア意識
CAVT 「アクション」

将来に向けた積極的な

行動

参加者 n=39 18.23±3.96 21.31±4.41

***

不参加者 n=35 16.43±4.48 15.23±5.01

社会人基礎力
「前に踏み出す力」

主体性・働きかける力・

実行力

参加者 n=39 9.18±2.35 11.31±1.76

***

不参加者 n=35 8.34±2.36 8.11±2.63

***p<.001

各群における調査実施前後の心理尺度の平均値と標準偏差、分散分析の結果

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

出所）松坂暢浩・山本美奈子（2019）「中小企業インターンシップの教育的効果の検討－低学年次を対象としたプログラムに着目して－」，
『キャリアデザイン研究』（日本キャリアデザイン学会），（15）, ppt17-29.
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

働く意味の分類（数量化Ⅲ類によるカテゴリースコアの布置）

出所）松坂暢浩・山本美奈子（2019）「中小企業インターンシップの教育的効果の検討－低学年次を対象としたプログラムに着目して－」，
『キャリアデザイン研究』（日本キャリアデザイン学会），（15）, ppt17-29.
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学生の中小企業の魅力分類（数量化Ⅲ類によるカテゴリースコアの布置）

出所）松坂暢浩・山本美奈子（2019）「中小企業インターンシップの教育的効果の検討－低学年次を対象としたプログラムに着目して－」，
『キャリアデザイン研究』（日本キャリアデザイン学会），（15）, ppt17-29.

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例
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インターンシップでの学びを生かし、これからの大学生活を
どのように過ごすかの分類（数量化Ⅲ類によるカテゴリースコアの布置）

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

出所）松坂暢浩・山本美奈子（2019）「低学年を対象としたインターンシップの教育的効果の検証 ―これからの大学生活で生かすインターン
シップでの学びに着目して―」,『山形大学高等教育研究年報』（山形大学高等教育研究企画センター紀要），（15）,ppt11-18.
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CAVT「アクション」 CAVT「ヴィジョン」

インターンシップ参加前に比べ、参加後は、0.01％水準で
有意に向上し、1年後も0.1%水準で有意に向上していた

2021年参加学生の追跡調査（１要因の反復測定分散分析の結果）

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

出所）松坂暢浩・山本美奈子・藤原宏司（2023）「初年次インターンシップ教育における教育効果の持続性と変容に関する検証結果」
『日本インターンシップ学会第24回大会要旨集』
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①「共育型インターンシップ」とは?

②「共育型インターンシップ」の流れ
（スケジュール）は？

③ 参加学生に対する指導内容は？

④ 参加学生の教育効果は？

⑤ 受入企業のメリットは？

➢③～④について山形大学と山形県中小企業家同友会
の事例を基に説明

寄せられる「よくある質問」リスト
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受入企業における共育型インターンシップ受入のメリット

効果

効率

魅力

➢ 継続的に取り組むことで、社員の
成長や組織活性化につながる。

➢ 産学連携による体系的な取り組み。
➢ プログラムフォーマットを活用す

ることで、コストをかけずに、指
導・育成のスキル向上やノウハウ
の蓄積につながる。

➢ 社員教育として活用することで、
自社の魅力や採用のあり方を見直
す機会となり、採用力向上につな
がる。
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山形県中小企業家同友会との連携

【プログラムの企画・設計の負担軽減に対する取組】

➢ 大学と連携協力協定を締結
➢ 担当教員が同友会の委員会に参加し教育目的を共有
➢ 同友会事務局が受入企業の選定
➢ 同友会事務局と担当教員が受入企業を訪問
➢ 受入企業のマッチングはランダムに決定

➢ プログラムフォーマットの開発と活用
➢ 他社のプログラム事例共有や勉強会の実施

→受入企業が増加（2014年度13社→2019年度37社）

出所）松坂暢浩・山本美奈子・小野浩幸・野田博行（2019）「中小企業団体と大学の産学連携インターンシップ」，『産学連携学』
（産学連携学会）,（15），2（掲載決定）

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例
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No 項目 内容

フォーマット
（１）

本インターンシップの
目的

インターンシップの意義や目的について理解する

フォーマット
（２） 自社に対する理解

自社についての理解を深め、組織の目的・目標と自身
の役割や組織において何をすべきかを再認識する

フォーマット
（３） 仕事理解と自己理解

なぜ働くのか、やりがいは何か、中小企業の魅力とは
何かを整理する事で、目指すべき自分像を描き、また
学生に対して伝えるべきことを整理する

フォーマット
（４） 実習計画

インターンシップ受け入れによる自社・部門・自身の
目的や目標を整理し、学生の目的や目標とすり合わせ
しながら、実習目的や目標を設定した上で、それらに
合わせた指導内容やスケジュールを作成する

フォーマット
（５） 実習報告

実習の成果と課題、自身の学びを整理し、上司からの
フィードバックをもらう

出所）松坂暢浩・山本美奈子（2020）「産学連携による共育型インターンシップの取り組み:中小企業の事例からみたインターンシップ受入れの意義」『企業環境
研究年報』第25巻,149-163.
松坂暢浩・山本美奈子・小野浩幸・野田博行（2019）「中小企業団体と大学の産学連携インターンシップ －企業調査による満足度および人材育成の観点か
ら－」『産学連携学』第15巻第2号,55-63.

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

プログラムフォーマットの概要
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山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

プログラムフォーマットの概要（一部抜粋）

※活用方法や記入ポイントを動画（オンデマンド形式）で提供
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１）満足度が92.3％
２）受入理由として最も多いのが、

「学生の自社や仕事理解促進」
「社員教育の一環」であった。

３）社内（職場）の変化50.０％
「社員の意識変化」
「新卒を受入れる土壌づくりにつな

がる変化」があった。

受入企業に対する調査

出所）松坂暢浩・山本美奈子・小野浩幸・野田博行（2019）「中小企業団体と大学の産学連携インターンシップ －企業調査による満足度およ
び人材育成の観点から－」，『産学連携学（産学連携学会）』，15（2），pp55-63

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例
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受入満足の理由を分類（数量化Ⅲ類によるカテゴリースコアの布置）

出所）松坂暢浩・山本美奈子・小野浩幸・野田博行（2019）「中小企業団体と大学の産学連携インターンシップ」，『産学連携学』
（産学連携学会）,（15），2（掲載決定）

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

n=26
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受入れによる社内変化の理由を分類（数量化Ⅲ類によるカテゴリースコアの布置）

出所）松坂暢浩・山本美奈子・小野浩幸・野田博行（2019）「中小企業団体と大学の産学連携インターンシップ」，『産学連携学』
（産学連携学会）,（15），2（掲載決定）

山形大学と山形県中小企業家同友会の取組事例

n=26
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共育型インターンシップ担当社員の意識変容に対する経営者調査

項目

インターンシップ受入回数

2回以下（N=14）

インターンシップ受入回数

3回以上（N=21）

受入前
（期待）

受入後
（評価）

受入前
（期待）

受入後
（評価）

回答数※ 割合（％） 回答数※ 割合（％） 回答数※ 割合（％） 回答数※ 割合（％）

働くことの意味について考え
る機会になる

14 100.0 14 100.0 21 100.0 20 95.2 

自社の魅力について考える
機会になる

14 100.0 14 100.0 20 95.2 21 100.0 

自社の経営指針（経営理念）
を深く理解する機会になる

14 100.0 14 100.0 18 85.7 18 85.7 

教える立場になることで、
自分自身の仕事を見直す機会
になる

14 100.0 12 85.7 21 100.0 20 95.2 

主体的・積極的に働く意識が
高まる機会になる

12 85.7 7 50.0 20 95.2 18 85.7 

※「とても思う」と「やや思う」と回答した回答者の合計

n=35

出所）松坂暢浩・山本美奈子・藤原宏司（2023）「共育型インターンシッププログラムに参加した担当社員の意識変容について」
『人材育成学会 第21回大会要旨集』
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今後の展望
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➢ 学生の事前学習プログラムおよび受入企
業のインターンシップ・プログラムの継
続的な改善。

➢ 参加学生を卒業まで追跡調査し、量的・
質的データを収集・分析。

➢ 受入企業の社員に対する調査を通じた、
教育効果の検証。

➢ 他地域の同友会に共育型インターンシッ
プを広げる取り組み。

今後の展望



THANKYOU!
ANY QUESTIONS, COMMENTS OR SUGGESTIONS?

松坂 暢浩| Nobuhiro Matsuzaka, Ph.D.

n-matsuzaka@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

本研究はJSPS科研費 JP22K02677の助成を受けたものです。
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